
さらに詳しく！
町ホームページに

実施設計（概要版）を
掲載中
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新庁舎実施設計まちからのおしらせ（命を守る大切な検診／介護保険料が変わります）

が
ん
は
、
早
期
発
見
す
れ
ば

90
％
以
上
が
治
り
ま
す

『
が
ん
』
は
今
や
２
人
に
１
人
が

か
か
り
、
３
人
に
１
人
が
『
が

ん
』
で
亡
く
な
る
時
代
で
す
。

　
し
か
し
、
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、

一
部
の
『
が
ん
』
で
は
早
期
発
見

の
割
合
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

『
が
ん
』
は
早
期
発
見
・
治
療
が

で
き
れ
ば
完
治
の
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

　
『
早
期
の
が
ん
』
で
は
症
状
が

出
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
早
期

発
見
の
た
め
に
は
定
期
的
な
が
ん

検
診
の
受
診
が
大
切
で
す
。

最
寄
り
の
医
療
機
関
で
も

　
決
ま
っ
た
時
期
に
実
施
す
る

保
健
セ
ン
タ
ー
受
診
以
外
に
も
、

指
定
の
医
療
機
関
で
も
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た
検

診
場
所
で
の
受
診
が
可
能
で
す
。

忙
し
い
人
に
も
！
同
時
検
診

　
保
健
セ
ン
タ
ー
受
診
で
は
、

部
位
別
が
ん
死
亡
数
の
ト
ッ
プ

３
の
胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

を
同
時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診

　
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
は
、

「
が
ん
を
見
つ
け
る
検
査
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
ヘ
リ
コ

バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の

有
無
を
調
べ
る
検
査
」
と
「
胃

炎
の
有
無
を
調
べ
る
検
査
」
を

組
み
合
わ
せ
て
、
胃
が
ん
に
な

り
や
す
い
か
否
か
を
リ
ス
ク

（
危
険
度
）
分
類
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
検
査
方
法
も
問
診

と
血
液
検
査
の
み
な
の
で
気
軽

に
検
査
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
、
40
歳
・
45
歳
・
50

歳
・
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・
70

歳
に
な
ら
れ
る
方
は
、
胃
が
ん

検
診
も
し
く
は
胃
が
ん
リ
ス
ク

検
診
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
希
望
の
際
は
必
ず
予
約
が

必
要
で
す
。

ま
ず
は
検
診
を
！

　
健
康
で
過
ご
す
こ
と
は
、
自
分

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
の

た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
を

自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

検
診
に
は
申
込
み
・
予
約
が
必

要
で
す
。
日
程
な
ど
詳
し
く
は

お
し
ら
せ
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
料
は
、３
年
ご
と
に

見
直
さ
れ
る
介
護
保
険
事
業
計
画

の
中
で
、今
後
必
要
と
な
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
を
推
計
し
て
算
定

し
ま
す
。今
回
の
計
画
の
見
直
し

で
改
定
さ
れ
た
保
険
料
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
見
直
し

　
65
歳
以
上
の
方
が
納
め
る
介
護

保
険
料
は
、
市
区
町
村
が
３
年
ご

と
に
作
成
す
る
介
護
保
険
事
業
計

画
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
策
定
し
た
計
画
は
第
７
期

と
な
り
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）

〜
32
（
２
０
２
０
）
年
度
の
高
齢

者
数
や
要
介
護
認
定
者
数
の
推
計

を
行
う
と
と
も
に
、
３
年
間
で
必

要
と
な
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

見
込
み
か
ら
、
か
か
る
費
用
を
推

計
し
、
新
た
な
介
護
保
険
料
を
算

定
し
ま
し
た
。

第
７
期
の
介
護
保
険
料

　
町
全
体
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
は
、
第
６
期
計
画
期
間

の
約
25
億
８
千
万
円
か
ら
、
第
７
期

計
画
期
間
は
約
33
億
９
千
万
円
に

増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
、
要
介
護
認

定
者
の
増
加
に
伴
う
居
宅
サ
ー
ビ

ス
や
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増
加
に
よ
る

給
付
費
の
伸
び
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
第
７
期

に
必
要
な
保
険
料
を
試
算
し
、
基

準
額
を
月
額
５
，
１
５
０
円
か
ら

５
，
３
６
０
円
に
改
定
し
ま
し
た
。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
の
各
個
人
そ
れ
ぞ
れ
の

介
護
保
険
料
額
は
、
６
月
中
旬
に

お
送
り
す
る
納
入
通
知
書
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

命
を
守
る
大
切
な
が
ん
検
診

●問 

保
険
健
康
課
　☎
84‒

０
３
２
０

●問 

保
険
健
康
課

　☎
84

‒

０
３
２
７

実
施
設
計
が
完
成
し
ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
の
意
匠
・
構
造
・
設

備
等
に
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を

加
え
、
「
開
成
町
新
庁
舎
建
設
実

施
設
計
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
に

　
開
成
町
ら
し
い
「
田
舎
モ
ダ
ン

を
象
徴
す
る
庁
舎
」
に
向
け
て
、

自
然
環
境
を
効
率
よ
く
活
用
し
、

極
め
て
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
技
術

を
備
え
た
建
築
設
計
で
す
。
自
然

光
や
通
風
を
取
り
入
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
さ
ら
に
高
度
な
省
エ
ネ

技
術
等
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、

日
本
一
の
「
低
炭
素
型
庁
舎
」
と

し
て
、
世
界
に
誇
れ
る
庁
舎
に
な

り
ま
す
。

　
新
庁
舎
が
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
一

層
深
め
る
場
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

ひとと自然が調和した「みらい」への空間

『田舎モダンを象徴する庁舎』

設計コンセプト
　北部地域、南部地域の交流の拠点となり、周辺地域を含めた地域連携
の中核拠点をなす人と人とのつながりを深める庁舎をつくります。

安心・安全
・免震構造 
・災害復旧拠点施設
・セキュリティに配慮した執務室

地球環境に優しい
・低炭素型（ＺＥＢ）庁舎
・地下水熱を利用した省エネ空調
　システムの採用

住民サービスの充実
・ワンストップサービスに対応
　した窓口カウンター計画
・バリアフリー環境

親しみやすさ
・来庁者の誰もがわかりやすい
　サイン計画の採用（ユニバー
　サルデザイン）
・町民プラザに木質素材を採用

▲１階町民プラザイメージ

▲スケジュール（予定）

1位

男性

女性

2位 3位

肺
24.2%

大腸
15.2％

胃
14.0％

肺
14.0％

大腸
12.2％

胃
10.5％

※出典：（公財）がん研究振興財団「がんの統計’16」

部位別がん死亡数

全体工程

H30年度

75 6

H31年度
年度

108 9 111 12 42 3 75 6 108 9 111 12 2 3

新庁舎建設工事

内装設備工事太陽光設備工事

プール
解体
工事

新庁舎業務開始

※出典：（公財）がん研究振興財団「がんの統計’16」

5年相対生存率
ステージⅣステージⅠ
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65
歳
以
上
の
方
へ
　
　

平
成
30
年
度
か
ら

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

今度、計画

の概要が

全戸配布されるよ。

見てね！


